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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成25年4月25日(2013.4.25)

【公表番号】特表2012-529996(P2012-529996A)
【公表日】平成24年11月29日(2012.11.29)
【年通号数】公開・登録公報2012-050
【出願番号】特願2012-515625(P2012-515625)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｃ   5/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｃ   5/24    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月7日(2013.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転軸（Ａ）を有する切削工具（２０）であって：
　カッター本体（２４)の固定用貫通穴（５４）内にねじ的に受容される固定ねじ（５６
）によって切削挿入物ポケット（２６）内に解放可能に保持される少なくとも１つの切削
挿入物（２８）を有するカッター本体（２４）と；
　カッター本体（２４)の調節貫通穴（３６）と；
　調節貫通穴（３６）内にねじ的に受容される調節ねじ（３８）であって、ねじ回転軸（
Ｂ）を有しおよびねじヘッド（４０）を含む調節ねじ（３８）と； 
　スライダーポケット（７４）内に保持されるスライダー（７２）であって、対向する上
面および底面（８０、８２）を含み、スライダー（７２）の前面（８６）で切削挿入物（
２８）と、およびスライダー（７２）の後面（９０）で調節ねじ（３８）のねじヘッド（
４０）と連絡するスライダー（７２）と；を含み、
　調節ねじ（３８）は、スライダー（７２）の上面または底面（８０、８２）に平行な平
面内において、回転軸（Ａ）に関して非ゼロ角度（α）で傾斜しており、ここで：
　ねじ回転軸（Ｂ）の周囲の１つの向きに調節ねじ（３８）をねじ回転させると、調節ね
じ（３８）のねじヘッド（４０）が、スライダー（７２）および切削挿入物（２８）を、
調節ねじ（３８）から離れおよびねじ回転軸（Ｂ）を横断する方向に促すこととなり、切
削挿入物（２８）の位置を第１方向に調節することとなり；および
　調節ねじ（３８）をねじ回転軸（Ｂ）の周囲の反対の向きにねじ回転させると、固定ね
じ（５６）が、スライダー（７２）および切削挿入物（２８）を、調節ねじ（３８）に向
かいおよびねじ回転軸（Ｂ）を横断する方向に促すこととなり、切削挿入物（２８）の位
置を第１方向と反対の方向に調節することとなり、
　スライダー（７２）は、対向する上面および底面（８０、８２）とそれらの間に延びる
周囲側面（８４）とを含み；
　周囲側面（８４）は、「Ｖ」形状の凹部の形態を有する前面（８６）、側面（８８）、
および窪んだ後面（９０）を含み、および
　スライダーの前面（８６）は、「Ｖ」形状の凹部の反対側に位置付けられた少なくとも
２つの明確な支持セクション（９２、９４）が備えられていることを特徴とする切削工具
（２０）。
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【請求項２】
　切削挿入物（２８）は、複数の連結面（１０８）を有する周囲側面（３４）を有し、こ
こで、２つの連結面（１０８）のみが作用連結面（１０８）であることを特徴とする請求
項１に記載の切削工具（２０）。
【請求項３】
　スライダー（７２）の周囲側面（８４）は、スライダーの前面（８６）に提供された少
なくとも２つの明確な支持セクション（９２、９４）を含み、支持セクション（９２、９
４）は、作用連結面（１０８）を連結することを特徴とする請求項２に記載の切削工具（
２０）。
【請求項４】
　スライダー（７２）の底面（８２）は、少なくとも２つの連結セクション（９８、１０
０）を含むことを特徴とする請求項１に記載の切削工具（２０）。
【請求項５】
　スライダーポケット（７４）は上面および底面（７６、７８）を含み；および
　スライダーポケット（７４）の底面（７８）は２つの連結面（１０２）を有することを
特徴とする請求項４に記載の切削工具（２０）。
【請求項６】
　スライダーの底面（８２）の連結セクション（９８、１００）は、スライダーポケット
の底面（７８）の連結面（１０２）を連結することを特徴とする請求項５に記載の切削工
具（２０）。
【請求項７】
　固定ねじ（５６）は、スライダー（７２）の側面（８８）に平行な平面において、挿入
物ポケット（２６）のベース（５３）に垂直な線（Ｅ）に関して、角度（β）で傾斜して
いることを特徴とする請求項１に記載の切削工具（２０）。
【請求項８】
　スライダー（７２）は、スライダーポケット（７４）と調節貫通穴（３６）との間の連
絡領域（７９）を通って調節ねじ（３８）と連絡していることを特徴とする請求項１に記
載の切削工具（２０）。
【請求項９】
　ねじ回転軸（Ｂ）の周囲の１つの向きに調節ねじ（３８）をねじ回転させると、固定ね
じ（５６）における弾力性が増大され、該弾力性は調節ねじ（３８）に向かう方向に作用
し；および
　ねじ回転軸（Ｂ）の周囲の反対の向きに調節ねじ（３８）をねじ回転させると、固定ね
じ（５６）において増大された弾力性が解放されることとなることを特徴とする請求項１
に記載の切削工具（２０）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　ねじ回転軸の周囲の反対の向きに調節ねじをねじ回転させると、固定ねじが、スライダ
ーおよび切削挿入物を、調節ねじに向かいおよびねじ回転軸を横断する方向に促すことと
なり、切削挿入物の位置を第１方向と反対の方向に調節することとなる。
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